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株式会社東北銀行及び東北銀ソフトウエアサービス株式会社は、2023 年 9月 27 日に合併

契約を締結し、2024 年 4月 1 日を効力発生日として、株式会社東北銀行を吸収合併存続会

社、東北銀ソフトウエアサービス株式会社を吸収合併消滅会社とする吸収合併を行うこと

といたしました。 

本合併に係る会社法第 794 条第 1項および会社法施行規則第 191 条の規定に基づく事前

開示事項は、下記のとおりであります。 

 

記 

 

1. 吸収合併契約の内容（会社法第 794 条第 1項） 

 別紙のとおり、2023 年 9 月 27 日付で、当行を吸収合併存続会社とする合併契約を締結し

ました。 

 

2. 合併対価の相当性に関する事項（会社法施行規則第 191 条第 1号） 

 当行は、吸収合併消滅会社である東北銀ソフトウエアサービス株式会社の発行済株式全

部を所有しているため、合併に際しては株式の発行および金銭等の交付は行いません。 

 

3. 吸収合併消滅会社の新株予約権に関する事項（会社法施行規則第 191 条第 2号） 

 該当事項はありません。 

 

4. 吸収合併消滅会社についての事項（会社法施行規則第 191 条第 3号） 

 吸収合併消滅会社である東北銀ソフトウエアサービス株式会社の最終事業年度（2022 年

4 月 1日から 2023 年 3月 31 日）に係る計算書類等は別紙のとおりです。 

 なお、最終事業年度の末日後、重要な財産の処分、重大な債務の負担その他会社財産の

状況に重要な影響を与える事象は生じておりません。 

 

5. 吸収合併存続会社についての事項（会社法施行規則第 191 条第 5号） 

当行において、最終事業年度の末日後、重要な財産の処分、重大な債務の負担その他会

社財産の状況に重要な影響を与える事象は生じておりません。 

 

6. 債務の履行の見込みに関する事項（会社法施行規則第 191 条第 6号） 

 2023 年 3 月 31 日現在、当行および吸収合併消滅会社の貸借対照表における資産の額、負

債の額および純資産の額は下表のとおりです。 

 資産の額 負債の額 純資産の額 

吸収合併存続会社 965,845 百万円 928,321 百万円 37,524 百万円 

吸収合併消滅会社 1,072 百万円 529 百万円 544 百万円 



 いずれの会社においても、資産の額が負債の額を上回っております。また、合併の効力

発生日までに資産および負債の状態に重大な変動を生じる事態は現在のところ予想されて

おりません。従いまして、本吸収合併後における当行の債務の履行に支障はないと見込ん

でおります。 

 

7. 事前開示開始後の上記各事項の変更（会社法施行規則第 191 条第 7号） 

 本事前開示開始日以降、上記事項に変更がありましたら、ただちに開示いたします。 
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第 36期 事 業 報 告 

自 2022 年 4 月 01 日 

至 2023 年 3 月 31 日 

 

Ⅰ．株式会社の現況 

 

１． 事業の経過および成果 

 日本経済の 2022 年度の前半は、新型コロナウイルスに係る政府の行動規制がな

かったことなどから個人消費が底堅いものとなったが、エネルギー価格の高止まり

と円安傾向などに起因した物価高が経済活動の重しとなった。後半は原材料などの

インフレ傾向が継続したものの、観光支援策や水際対策の緩和などから個人消費や

外需がプラスとなるなど、全体として見ればやや持ち直しの動きとなった。 

 県内経済については、住宅投資や公共投資が弱い動きとなり、生産活動も一進一

退となったが、個人消費は明るさが見られる展開となったほか雇用情勢も改善傾向

で推移するなど、緩やかな回復の動きとなった。 

 

このような環境下において、当社は東北銀行グループの一員として、ＩＴ戦略の

提案、システム開発・保守、代金回収業務等によりグループの企業価値や利益の向

上に貢献することを経営方針に掲げ事業活動を展開してまいりました。 

一般企業の開発受注については、段階的に開発部門の社員が退社したことで売上

が減少致しました。 

その結果、売上高は３００百万円（前年比１１４百万円減、計画比４９百万円減）、

経常利益２０百万円（前年比３８百万円減、計画比１１百万円減）、当期純利益は

２０百万円（前年比１９百万円減、計画比 0.8 百万円減）と減収減益の決算となり

ました。 

売上高のうち母体行向け業務受託は受託単価を引き下げたことから前年比４百

万円減、母体行向け PC 販売は、母体行の購入計画が前年比減少したことを受けて

前年比で２４百万円減少となりました。 

ビプロジー社向けは、前年比４８百万円減、計画比２５百万円減の２２百万円と

なりましたが、一般会社向けでは、前年比３３百万円減、計画比２０百万円減の５

１百万円となりました。 

代金回収業務における手数料収入は、前年比０.６百万円増、計画比３百万円程

減の９３百万円となりました。 

売上原価は、前年比２５百万円減、計画比１百万円減の１３百万円となりました。 

また、販売費および一般管理費は、２６６百万円（前年比５０百万円減、計画比

３６百万円減）となりました。主な要因としては、開発部員の退職による人件費の
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減少と開発案件の減少による外注費の減少によるものです。 

 

新年度におきましては、母体行およびグループ会社の保守運用と代金回収業務の

２本立てで事業を進めることとなりますが、母体行およびグループ各社との連携を

深め、業績向上に努めてまいる所存でございますので、株主様におかれましては、

今後とも引き続きご支援を賜りますようお願い申し上げます。 
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２．財産および損益の状況 

（単位：千円） 

区        分 第３３期 第３４期 第３５期 
第３６期 

（当事業年度） 

売 上 高 

経 常 利 益 

当 期 純 利 益 

１株当り当期純利益（円） 

総 資 産 

535,431 

   78,058 

   51,157 

   85,261 

  974,671 

449,134 

 59,371 

 39,608 

 66,013 

1,008,103  

415,068 

 59,099 

 39,850 

 66,416 

1,096,849 

300,477 

20,283 

20,151 

33,585 

1,072,463 

 

３．対処すべき課題 

 引き続き銀行完全子会社として母体行への IT 戦略に貢献できるよう積極的に提

案を行うとともに、経営効率を高め収益力の強化を図ってまいります。 

 また、代金回収業務を通じて母体行営業店との関係を密にし、地元企業様の経営

改善の一助となるよう、企業価値を高めて参ります。 

  

 ４．主要な事業内容 

  （１）コンピュータソフトウェアの開発ならびに販売 

  （２）コンピュータ利用による計算業務の受託 

  （３）コンピュータの導入および利用に関するコンサルティング 

  （４）コンピュータ要員の教育・研修 

  （５）コンピュータ要員の派遣 

  （６）コンピュータ・通信機器および関連業務機器の販売・斡旋 

  （７）コンピュータによる情報サービスの提供 

  （８）コンピュータによる情報処理サービスの受託 

  （９）代金回収業務の受託 

（10）前各号に附帯関連する一切の業務 

 

 ５．事業所    盛岡市茶畑二丁目２５番４６号 

 

 ６．使用人の状況 

   使用人数  ２０名 

   平均年令  ４９才 
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Ⅱ．株式に関する事項 

 

 １．株式の状況 

  （１）株式数  発行可能株式総数    ２，４００株 

          発行済株式総数       ６００株 

  （２）当事業年度の株主総数           １名 

 

２．当事業年度末の全株主（所有株式数順） 

氏       名 所有株式数 持株比率 

株式会社東北銀行 ６００株 １００％ 

合              計 ６００株 １００％ 

 

Ⅲ．役員に関する事項 

 

１.取締役および監査役の氏名等 

氏   名 地    位 重要な兼職の状況 その他 

鬼 柳 伸 二  

田 中 正 彦 

大 川 和 也 

高 橋 淳 悦  

代表取締役専務 

取  締  役 

取  締  役 

監  査  役 

― 

東北銀行事務統括部長 

東北銀行システム統括部長 

東北銀行取締役 

― 

    

 

（当事業年度中に退任した役員） 

氏   名 地    位 重要な兼職の状況 その他 

千 葉 泰 之 取 締 役 東北銀行八戸支店長 
2022 年 6 月 

23 日辞任 

佐 藤 郁 江 取 締 役 
東北銀行 

資産運用コンサルティング部長 

2022 年 6 月 

23 日辞任 

 


















